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卒業生の皆さん、卒業おめでとうございます。 

いよいよ 146 通りの明日に向かって歩み出す時が来ました。その巣立ちに際し、私が願うこと

をお話しします。それはかけがえのない皆さんに幸せになってほしい、ということです。一口に

「幸せ」といっても、その定義や価値はきっと人それぞれに異なるはずです。それを踏まえた上

で、その異なる一人一人の「幸せ」が大事にされる社会の創り手、担い手になってほしいので

す。 

皆さんは、中学校生活において、世界を変えるための、SUSTAINABLE DEVELOPMENT 

GOALS：持続可能な開発目標：SDGｓに取り組んできました。この SDGｓは、誰一人の例外も

なく、この地球上の「みんなの幸せ」を目指す行動目標です。「みんなの幸せは」とは、一人一人

の求める幸せが互いに保障され、尊重されなければ決して達成されないことを学んだはずです。

そして、その幸せの希求は一人で成し得るものではなく、リアルに人とつながり、対話や共感を

通して、互いの思いや願いを共有することで実現するのだということを体験したはずです。だか

らこそ、ユネスコスクールの一員として学んだ経験と知恵を礎に、一人一人の幸せが大事にされ

る持続可能な社会の創り手、担い手になるよう、自身の幸せを希求し続ける若者になってくださ

い。皆さんにはそれができると確信しています。 

 

お別れに当たり、感謝を述べさせてください。 

まず、一つ目は、今年度様々な制約が生じて、本来の教育活動

を保障することができなかったにもかかわらず、実に落ち着いて

柔軟に取り組んでくれたことです。厳しい現実に怯むことなく、

新たな行事の在り方や工夫を施した活動を実現してくれました。

その創造性と挑戦し続ける姿勢に心からの敬意と感謝を表しま

す。本当にありがとう。 

二つ目は、卒業記念合唱に「城北の地で」を選んでくれたことです。本来であれば何度となく

全校生徒が心を一つにして歌うこの曲を、今年度は全く歌うことができませんでした。この状況

下にあって、146名の最後のシーンに、この曲を選択してくれたことを心から嬉しく思います。

皆さんが歌い上げる城北愛は、しっかりと在校生に刻まれ、受け継がれるに間違いありません。

本当に、本当に、母校となる城北中を愛してくれてありがとう。心から感謝しています。 

 

さあ、新しい明日の始まりです。 

城北中学校で学んだ「限りなき前進」を胸に刻み、あなたの明日に歩み出してください。皆さ

ん一人一人の明日を、職員一同、心から応援しています。 

結びに、保護者の皆様、そして本日ご臨席が叶わなかった地域の皆様のこれまでのご支援とご

協力に厚く御礼申し上げますとともに、皆様のご多幸をお祈りし、職員を代表して、はなむけの

言葉といたします。 

                         ～はなむけの言葉～（一部抜粋） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１・２年生は各教室や多目的スペースでリモ

ートでの参加となりました。また、体育館に

１・２年の様子を映し出すスクリーンを設置し

ました。場所は異なっても臨場感と一体感をも

って、厳粛な雰囲気を創ることができました。 

～「巣立ちの言葉」の一部を紹介します～ 

最後に、３年間手を取り合って進んできた

３年生の皆さん。もうすぐお別れです。お互

いを思いながらも、時にその想いが伝わらず、

辛く悲しい気持ちになったこともあります。

お互いの意見を闘わせ、より良い活動ができ

た時、喜びで心が満たされたこともあります。

「結～想い、思う、心」はまさに、私たちの願

いが詰まった生徒会の合言葉です。 

これからの人生にも困難なことはあるでし

ょう。しかし、その時に支えてくれるのは、皆

さんと培ってきた「何にも負けない強い気持

ち」と「相手への思いやり」です。「芽吹き」

学年、146 人で成し遂げてきた多くのことを

自信にして、人生を切り開いていきましょう。 

たくさんの方々から頂いた愛情、そして激

励を胸に、今、私たちは卒業します。城北中

生であったことを誇りとして、限りなく前進

し続けることをお約束して、巣立ちの言葉と

いたします。 

卒業生代表 

 

卒業生は最後に『城北の地で』を合唱しまし

た。なかなか練習する時間がありませんでした

が、気持ちのこもった合唱になりました。“波型

屋根の玄関”“まわり階段”“ステンドグラス”

“ミルクコース”など、城北中学校ならではの

風景を卒業しても思い出してほしいですね。 

～「送る言葉」の一部を紹介します～ 

私たちは、先輩方を目標に少しずつで

すが前進していくことをお約束します。

いつの日にか、先輩方の姿に近づき「城

北を任せて良かった」といっていただけ

るよう互いに切磋琢磨し合い、全員でよ

り良い城北中学校にしていきますので、

どうぞ安心してください。 

在校生代表 



3学期  PTA校外指導委員会 活動報告 

校外指導委員会では、大雪時・降雪時のご自宅周辺

の除雪状況や危険箇所、城北学区内で特に降雪時に注

意が必要な箇所を見回りました。また、城北中学生の登

下校の様子などを記録してきました。それらをまとめ、活

動報告としてご紹介します。 

※写真は栄町東交差点周辺の歩道です。 

 

【大雪時・降雪時、危険と感じた箇所】 

・除雪車が一週間近く来ず、車が出せずに大変でした。子ども達が通学する歩道もしばらく無く、 

車道を歩いて通学していました。 

・除雪車が来なく、家の前や周囲だけでなく町内全体が雪に埋まったという印象です。道路に７０～ 

８０㎝の積雪があり、歩いて移動するのがやっとでした。 

・ほとんどの地区で道が狭く、雪壁も高いので、交差点で待っている生徒が見えづらく危険だと思 

いました。 

・雁木のない所や歩道が雪で埋もれている場所が多くありました。その場合には、道路を歩くしか 

ない為、大変危険でした。大通りに出る時や道路を渡る時、雪壁が邪魔で車の確認をするのが大 

変で危険と感じました。 

 

【登下校での城北中学生の嬉しい姿】 

・大雪にも負けず、元気に登校している生徒達を見ると自分も頑張ろう！とパワーをもらいます。 

・学校内や玄関などで、元気に挨拶をしてきてくれる生徒さんが多くとても気持ちが良いです。また、 

子ども達の元気な姿を見ることができ、嬉しいです。 

・朝、小学生の列に道を譲っているところを見て、嬉しく思いました。 

 

活動を通して 

この度の大雪は、想像以上のものとなり、子ども達の登下校を心配されたと思います。先生方も

大変心配して、当校再開前に全ての通学路の確認をして下さいました。この大雪で実感したことは、

一人一人が安全第一と考えて行動する、そしてお互いに譲り合うことが大切ということでした。車を

運転する人、歩いている人、お互いが安全を考えて行動しなければ事故は起こることを改めて思い

知らされました。 

今年度、校外指導委員を引き受けていただいた皆様からは、本当に細かい所まで日頃から校区

内を見ていただいていると分かる内容が沢山あり、とても有り難く思いました。活動結果は次年度

以降の生徒の安全のために活かしていきたいと思っております。 

今年度の活動はこれにて終了となります。新体制になり、至らない点が多い中、無事に活動を終

えることができたのは校外指導委員の皆様からのおかげです。また支えて下さった先生や生徒の

ご家族の皆様の協力のおかげです。心より御礼申し上げます。 

                                                       校外指導委員長 竹内のり子 



今年度の公立高校入試問題を分析 
 ３月４日(木)に今年度の公立高校一般入試が行

われました。県教育委員会高等教育課は今年度の

出題の観点を以下のように発表しました。 

 

 

 

 

 

 

  

来年度から中学校学習指導要領が全面実施とな

ります。今後、毎日の授業も大切ですが、家庭での自主的な学習がより一層大切になりま

す。応用力、思考力、判断力、表現力などの学力は、学校から出される課題を行うだけで

なく、自ら課題を見付け、自ら解決していく力が大切です。また、定期テストも年間 4 回

行われますが、教科書やワークからの出題だけでなく、情報や資料を読み取る問題等、応

用力を試す内容をより増やしていく必要があると考えています。 

上越市長･教育長表敬訪問 
 25 年間続いているスタートラインの活動に高い

評価をいただき、2 月 25 日にオンラインで文部科

学大臣賞を受賞いたしました。その報告のため、３

月８日(月)に城北中学校区子どもを育てる会の代

表(会長:風間さん、事務局:飯塚さん)と、スタート

ラインの指導者石田さん、座長の女子生徒で上越市

長と教育長へ表敬訪問にいきました。市長からの問

いかけに、座長を務めた女子生徒は、演劇を通してメッセージを伝えることができたうれ

しさや、スタートラインで成長できたことをしっかりと報告することができました。 

年度末･年度始の予定 

 

 

 

 

 

３月１７日(水)・１８日(木)  ２年生修学旅行 

３月２０日(土)  春分の日 

３月２３日(火)  ３学期終業式 愛校デー 

３月２４日(水)･２５日(木)  生徒会リーダー研修会 

３月２６日(金)  離任式 

４月 ２日(金)  学級編制発表 

４月 ７日(水)  始業式･新任式・入学式 

４月 ９日(金)  生徒会オリエンテーション 

４月１２日(月)・１３日(火)  ＮＲＴ 

４月１６日(金)  ＰＴＡ総会･授業参観日 

 各教科とも平均点５０点程度を目安とし、中学校

学習指導要領を基準に作成した。 

 基礎的･基本的な事項の定着度を見るものから応

用力をみるものまで、多角的に評価できるよう配慮

した。また、思考力、判断力、表現力をより的確に測

ることができる問題を多く出題した。 

                     ３/５新潟日報より 

公立高校一般入試の翌日、１年５組の朝

学活の様子です。数学と国語の問題を黒板

に書き、学級担任が解説をしました。１年生

も分かる問題がたくさんありました。 

※令和 2年度の学校だよりは、本号で終了です。1年間ありがとうございました。 

 

学校ホームページがついに１０，０００アクセスを超えました。この１年

間、学校の日常を中心に日々、発信してきました。今後とも、継続してい

きたいと思いますので、ぜひご覧ください。 


